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①魅力的な課題・教材の提示
・自ら問いを見出し、調べてみたい、み
んなで考えてみたい課題や教材を提示
する
・学習への見通しを持たせる
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
◎ICT活用
＜教員＞
　教材を電子黒板やプロジェクターで大
きく映し、学級全員で同じイメージを
共有する
＜児童生徒＞
　端末に画像や資料の一部を一斉配布し
て個々に気づいたことにマーキングさ
せたりして、自分の課題となるように
する

知的好奇心の喚起 活用する力を育てる言語活動と学習評価

②体験的な学習の充実
・これまで学んだことのつながりを意識
させる
・地域の人・もの・ことなど日常とのつ
ながりを意識させる
・具体物や視聴覚教材を使用する
・実験や作業を取り入れる
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
◎ICT活用
＜教員＞
　前時の板書や体験活動の様子を撮影し
ておき、それらを映して学習のつなが
りを振り返らせる
＜児童生徒＞
　体験的な学習（実験や作業）時に個々
に撮影させ、その記録を使いながら、
根拠をもとに次の課題を見出させたり
する

③資料の活用
・問題解決に必要な資料を使って
調べたり、考えたりする学習を
設定する
・考えの形成のために情報を精査
させる
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　２つのノートを撮影し、並べて
大きく表示して、その差から考
えるヒントを見つけさせる
＜児童生徒＞
　端末の画像を拡大して詳しく見
させたり、実験結果の数値から
規則性を見つけるために書き込
みをさせたりする

⑤説明・発表の機会の充実
・考え方や理由を筋道立てて説明
する学習活動を設定する

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　考えの根拠となる映像を提示し
ながら、それについての説明を
文章として表現させる
＜児童生徒＞
　映像と短い説明の文字で数枚の
スライドにまとめさせ、それを
もとに自分の考えを発表させる

④思考の整理
・調べたことやわかったことを
ノートに書かせる

・問題の解き方や考え方をノート
に書かせる

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
◎ICT活用
＜教員＞
　子どものまとめたものを複数撮
影→提示して、多様な表現の工
夫などを共有する
＜児童生徒＞
　考えの元になった画像やWeb
の資料などを貼り付け、自分な
りのまとめをさせる

⑥学び合う活動の充実
・ねらいをはっきりさせ、新しい
考えをみんなで生み出す活動を
設定する

・考えを広げたり深めたりする活
動を設定する

・意見交換や議論の場を設定する
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
◎ICT活用
＜教員＞
ホワイトボードに映像を映し出
し、そこに直接考えを書き込み
して、クラス全体で議論させる
＜児童生徒＞
　付箋アプリを使ってデータを転
送して、自他の考えを含めて自
分の考えを再構築させる

とっとりの授業改革【 10 の視点 】＋【 10 の ICT活用 】

⑩落ち着いてのびのびと学べる環境づくり（学びの集団づくり・人間関係づくり）
◎ICT活用
＜教員＞
　電子黒板やプロジェクターで投影した画像に書き込みをさせたりするときに、誰でも前に出て発言でき
るクラスの雰囲気は必要で、さらに正誤にとらわれず教員が発表者の発言を価値づけることで、児童生
徒が安心して自分の考えを表現できる学級の素地をつくる

＜児童生徒＞
　個々の画面はパーソナルなものだが、一方で学習での記述は半パプリック的な要素もある。画面転送で
教員端末から特定の児童生徒の画面を全体表示させたりすることの確認をしておくことと、それらは多
様な考えの一つであり、それらを含めて最終的には自分の考えを持つことの大切さといった授業のルー
ルについて合意形成することの大切さを指導する

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

A1

C4A1

C2B2

C2B2C2

B3

C3C2C1

【３】とっとりの授業改革

１. とっとりの授業改革 10の視点
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活用する力を育てる言語活動と学習評価 次につながる振り返り
④思考の整理
・調べたことやわかったことを
ノートに書かせる

・問題の解き方や考え方をノート
に書かせる

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　子どものまとめたものを複数撮
影→提示して、多様な表現の工
夫などを共有する
＜児童生徒＞
　考えの元になった画像やWeb
の資料などを貼り付け、自分な
りのまとめをさせる

⑥学び合う活動の充実
・ねらいをはっきりさせ、新しい
考えをみんなで生み出す活動を
設定する

・考えを広げたり深めたりする活
動を設定する

・意見交換や議論の場を設定する
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　ホワイトボードに映像を映し出
し、そこに直接考えを書き込み
して、クラス全体で議論させる
＜児童生徒＞
　付箋アプリを使ってデータを転
送して、自他の考えを含めて自
分の考えを再構築させる

⑦学習評価の推進
・一人ひとりの学習状況や実現状
況を把握する

・個に応じた手立てや支援を行う
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　補足の説明が必要な児童生徒だ
けを電子黒板の前に集めて、理
解の度合いを確認しながら再度
説明を聞かせる
＜児童生徒＞
　全体の学習の後半に、学習アプ
リを使い、個々のペースで理解
を深める学習に取り組ませる

（教員はクラウドに提出された課
題について、授業後に個別にコ
メントを加えたり、評価する）

⑧学習を振り返る活動の設定
・「振り返り」の時間を設定し、達成感・
成就感を味わせる

・次の学習の課題やポイントがつまめる
よう工夫する
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　提示したポイントをもとに振り返らせ
たり、次時に関する資料を見せて、次
の時間への見通しを持たせたりする。
＜児童生徒＞
ルーブリックを元に自己評価をさせる
ことに合わせて本時の学びを文章で記
述させ、クラウドに提出させる（蓄積
した評価をもとに単元全体の振り返り
とかに活用させる）

とっとりの授業改革【 10 の視点 】＋【 10 の ICT活用 】

指
導
と
評
価
の
一
体
化

⑨家庭学習と連動した学びの定着
・学校で学んだことが家庭での復習や予
習および自主的な学習につながるよう
な支援に努める。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
◎ICT活用
＜教員＞
　次時の課題について提示したものと同
じ画面を印刷し、家庭学習ではそれに
手書きで自分の考えを書かせる
＜児童生徒＞
　本時に関する課題や、次時につながる
課題を端末に配布し、家庭でそれにつ
いて考えを書いて提出させる（その記
述を元に次時は学習を展開する）

⑩落ち着いてのびのびと学べる環境づくり（学びの集団・人間関係づくり）
◎ICT活用
＜教員＞
　電子黒板やプロジェクターで投影した画像に書き込みをさせたりするときに、誰でも前に出て発言でき
るクラスの雰囲気は必要で、さらに正誤にとらわれず教員が個々の発言を価値づけることで、児童生徒
が安心して自分の考えを表現できる学級の素地をつくる

＜児童生徒＞
　個々の画面はパーソナルなものだが、一方で学習での記述は半パプリック的な要素もある。画面転送で
教員端末から特定の児童生徒の画面を全体表示させたりすることの確認をしておくことと、それらは多
様な考えの一つであり、それらを参考にしながらも、最終的には自分の考えを持つことの大切さといっ
た授業のルールについて理解する

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

B4B3

C4C3C2

B5B3B1

B5B1

B5
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活用スキル

Ａ：応用 Ｂ：基本
活用ツール例授業形態

Ａ
１(

一
斉
学
習
）

Ｂ
１
（
個
別
学
習
）

Ｂ
２
（
個
別
学
習
）

Ｂ
３
（
個
別
学
習
）

Ｂ
４
（
個
別
学
習
）

プロジェクター
や電子黒板に映
し出された写真
や動画に補助線
を加えるなどし
て分かりやすく
なるように工夫
している。

プロジェクター
や電子黒板を
使って、端末の
写真や放送番組
の動画を拡大提
示しながら説明
している。

ドリル教材等を
使って個別に取
り組ませ、進め
る学習者、立ち
止まる学習者そ
れぞれの手立て
を個別に講じて
いる。

ドリル教材等を
使って個別の進
度に合わせて取
り組ませてい
る。

Web を活用し
た情報収集や現
地との Web 会
議でインタビュ
ーするなど、多
様な調査活動を
行うように指導
している。

Web を活用し
て必要な情報を
検索し、必要な
写真や動画を集
めるように指導
している。

デジタル教材を
活用させ、試行
錯誤の時間を確
保しつつ、得ら
れた気づきを説
明させる機会を
確保している。

デジタル教材を
活用させ、自分
なりに理解しよ
うとする時間を
確保している。

文字や映像を組
み合わせてデジ
タルリーフレッ
トなどの資料を
制作させ、端末
を使って提示さ
せたりしてい
る。

文字や写真を組
み合わせてリー
フレットなどの
資料を制作させ
ている。（印刷
して掲示してい
る）

・プロジェクター
・電子黒板

・すらら
・eboard
・Qubena 等

・Google Meet
・ZOOM

・デジタル教科書
・教科書会社の提供
コンテンツ

・Webコンテンツ

・ドキュメント
・Google スライド
・Google photo
・有料アプリ

２．ＩＣＴを活用した１０の授業形態
鳥取県教職員ＩＣＴ活用指導力スキル表

19



活用スキル

Ａ：応用 Ｂ：基本
活用ツール例授業形態

Ｂ
５
（
個
別
学
習
）

Ｃ
１
（
協
働
学
習
）

Ｃ
２
（
協
働
学
習
）

Ｃ
３
（
協
働
学
習
）

Ｃ
４
（
協
働
学
習
）

課題を提示し、
家庭で調査活動
を進めさせ、そ
れらをもとに次
時の学習材料と
して活用する準
備をさせてい
る。

学習の理解を進
めるための教材
を準備し、学習
の延長として家
庭で情報端末を
活用させて学習
させている。

調べたことを拡
大提示しながら
説明したり、そ
れについて質問
させて、話し手・
聞き手の対話の
往復の機会を作
っている。

調べたことやま
とめたことを拡
大提示させなが
ら、説明する機
会を作ってい
る。

情報端末に個々
の意見を出さ
せ、相互の共通
点・相違点を明
らかにして、建
設的合意を作る
ように指導して
いる。

情報端末に個々
の意見を出さ
せ、交流する機
会を作ってい
る。

各自が調べたこ
とを情報端末の
機能を使って共
有させ、集めた
中から新しい気
づきを見つけさ
せるように指導
している。

各自が調べたこ
とやまとめたこ
とを情報端末の
機能を使って共
有するように指
導している。

他校とオンライ
ンで繋がり、互
いの考えを交流
させる場面など
を仕掛けてい
る。

外部講師とオン
ラインでつなが
り、授業にゲス
トティーチャー
として参加して
もらっている。

・Google Classroom
・すらら
・有料アプリ

・電子黒板
・プロジェクター
・Google ドキュメント
・Google スライド

・Google Jamboard
・Google スライド
・Google Classroom

・Google スライド
・Google Jamboard

・電子黒板
・プロジェクター
・Google Meet
・ZOOM

※イラスト：「教育の情報化に関する手引 -追補版 -( 令和 2年 6月 )」文部科学省より引用
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

教員による教材の提示

・電子黒板やプロジェクターを使って画像や動
画を大きく映し出します。
・ポイントとなる部分をさらに拡大したり、映
像に書き込みをしたりして分かりやすく伝え
ます。
・実物投影機やタブレット端末を電子黒板やプ
ロジェクターに接続して、手元の資料や実演
の様子を映し出します。

◆ 生徒端末の画面を電子黒板に映し出す
　観察記録や教科書で注目したい部分を児童
生徒の端末で撮影し、プロジェクターや電子
黒板に繋いで大きく映し出して説明したりし
ます。機種によっては無線LANで接続できる
ので、自席で画面を転送することもでき、出
入りの時間の無駄を減らせます。

◆ 映し出した映像に書き込む
　電子黒板だけでなく、プロジェクターを使っ
てホワイトボードに映し出せば、その映像に
書き込みができます。写真に補足を書くだけ
ではなく、動画にも書き込みができるので、
児童生徒の理解を促す効果が期待できます。

□プロジェクター（電子黒板）と教師用PCを接続して資料を映し出すことができる。
□プロジェクター（電子黒板）と端末を接続して、映し出すことができる。
□映し出した画像の拡大・縮小ができる。
□プロジェクターの投影画像にチョークやマーカーで書き込みができる。
□電子黒板のペンツールを使って画像に書き込みができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示個別学習Ｂ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

個に応じる学習

・児童生徒は個人端末を使ってドリル教材など
に取り組みます。各自のペースで取り組み、
教師は進度を見て個別に支援します。
・児童生徒は実技の分かりにくい部分について、
模範動画を繰り返し再生したり、誤答に関連
する問題を繰り返し解いたりします。教師は
学習者の様子を見ながら声かけを行なったり、
補足の説明を行ったりします。

◆ ドリル教材で個別のペースで取り組む
　学習の前後、理解内容の定着のために、ド
リル教材に取り組みます。机間指導をしなが
ら声かけをすることで、つまずいている学習
者を早く見つけることができます。ドリル教
材によっては学習者の進捗状況が分かる管理
ツールもあり、全体把握しながら指導するこ
とができます。

◆ 繰り返し再生する
　箏の演奏方法について、模範演奏の動画を
繰り返し視聴します。手元に個別の情報端末
があることで、自分の見たいタイミングで繰
り返し視聴し、納得できるまで練習すること
ができます。マット運動や他の活動でも同じ
ような使い方ができます。

□どのようなドリル教材があるか知っている。
□ドリル教材に各自ログインさせて学習させることができる。
□操作に困っている学習者に対して必要な声かけができる。
□NHK for School等の動画コンテンツのサイトを授業で活用できる。
□説明動画や模範の動きを提示する動画を作成して、授業で活用できる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。

22



一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示個別学習Ｂ２
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

調査活動

・校外学習や観察・実験の場面で、児童生徒用
端末のカメラ機能を使って訪問先の様子や観
察したい植物などを記録します。
・インターネットやデジタル教科書を使って、
必要なことを調べたり、同じ話題に対して、
複数の資料から情報を得ることで、いろいろ
な方向から事象を考えるきっかけになります。

◆ 毎日の記録としての活用
　植物の成長など日々少しずつ変化するもの
を毎日撮影して後で見ることができます。ま
た、細かな部分も拡大表示させたりして、自
分が納得するまで詳しく調べたりする上でも、
情報端末のカメラ機能は有効です。

◆動画サイトを視聴して学ぶ
　実験器具の操作方法がわからなければ、自
分たちで調べて動画を見ながら学びます。ま
た、実験の様子を撮影し、他のグループと比
較表示して、結果に差が生じた場合は、その
原因を考えたりする大切な根拠にもなります。

□児童生徒用端末のカメラ機能（画像、動画）の操作ができる。
□カメラ機能によって撮影されたデータの保存場所がわかり、再生できる。
□インターネットの検索のポイントを児童生徒に説明できる。
□学習に使えるサイト(NHK for Schoolなど）を知っている。
□授業中に使えるサイトを児童生徒と共有（リンクの紹介等）できる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示個別学習Ｂ３
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

思考を深める学習

・デジタル教科書を使って、重要な部分に線を
引いたり、切り抜いて別シートにまとめるな
ど、デジタルならではの活用で、自分の考え
を持つようにします。
・シミュレーターや動画コンテンツを使って、
時間的・空間的制約がある事象を容易に表現
できるので、自席で繰り返し再現して理解を
深めることができます。

◆ シミュレーションソフトで再現
　天体観測は昼間は難しく、ゆっくり変化す
るので分かりにくい。その点シミュレーショ
ンソフトは、場所や日時、経過時間まで調整
でき、天体の運動を理解するには便利です。
その他、切断面を再現する立体図系のアプリ
なども空間認知の面で学びを補います。

◆モデルを撮影して連続写真
　月の満ち欠けをモデルで連続撮影し、次々
に表示することで月の満ち欠けの変化を表現
します。シミュレーションやモデルは時間や
空間を自由に調整し、分かりやすくできるの
で、繰り返し何度でも見ることができ、自分
のペースで学習することができます。

□教科書や指導書に付属しているデジタル教材（ＤＶＤ等）の存在を知っている。
□指導者用デジタル教科書を使ったことがあり、いくつかの機能を活用できる。
□児童生徒用端末に対応した学習アプリ（すらら等）を活用させることができる。
□児童生徒が自分たちでまとめのプレゼン資料を作れるように課題を設定できる。
□映像編集等のアプリの操作を習得し、自作教材を作ることができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示個別学習Ｂ４
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けて教員のセルフチェック

表現・制作

・写真や動画などを組み合わせてデジタルリー
フレットを作ったり、学校紹介資料を作った
りします。紙媒体と違い、試行錯誤が容易に
なり、満足度の高い作品が出来上がります。
・他者とネットワークを介して資料を共有した
りして、個の表現から、他者とのコラボレー
ションによる表現へと広げられるきっかけに
もなります。

◆ ファイルの共有による共同作業
　クラウドベースのアプリでは、同じプレゼ
ンファイルを複数のユーザーで共有し、同時
編集ができます。これで１つのプレゼン資料
を作業分担し、効率的に作ることができます。
また、誰がどこを作ったのか、修正したのか
も分かるので、互いの存在を感じながら活動
することができます。

◆画面を共有してデータ交換
　学習アプリによっては、互いの画面を資料
として相手の端末に送ったりすることができ
ます。その結果、新しいアイデアをもらう機
会になり、自分の発想だけで考えていた時よ
りもいろんな気づきが増え、まとめの活動の
ときに活動の成果が向上します。

□GoogleドキュメントやGoogleスライドで文書やプレゼン資料を作ることができる。
□Googleドキュメントやスライドを複数の生徒で編集できるように共有設定ができる。
□文章やプレゼン資料など共同編集する場面を授業の中に設定できる。
□画面共有や画像転送の機能を使うことができる。（機種によってはできないものもあります。）
□発表や作品展など、作品完成後の場面を想定した上での単元設計ができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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個別学習Ｂ５
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

家庭学習

・児童生徒用の端末を各自が持ち帰り、学校の
学習の続きとなる課題やプレゼンづくりにつ
いて取り組み、場合によっては家庭のWi-Fiに
接続してクラウドに課題を提出します。
・教科のドリル教材に取り組んだり、先生があ
らかじめ作成した説明動画を視聴したりしな
がら、今日の学習の復習や明日以降の予習を
行います。

◆ドリル学習で基礎力アップ
鳥取県では多くの学校が採用している「す
らら」がその一つです。自分のペースで学習
できるだけでなく、管理アカウントでは各生
徒の進捗状況も把握できます。家庭学習の進
み具合が個別に把握できるので、声かけもピ
ンポイントでできるようになります。

◆家庭での学習動画の視聴
例えば、数学の授業動画を教師は撮影しま
す。それを限定サイトに期間を区切ってアッ
プして、生徒はそれを家庭で視聴することで
学び直しができます。新しく説明用のコンテ
ンツを作る必要もなく、生徒も今日学んだこ
とを振り返ることで理解の定着が進むと期待
できます。

□「すらら」「Qubena」等の教材にログインできる。
□「すらら」「Qubena」等の教材を使ったことがある。
□「すらら」「Qubena」等の教材を授業で活用している。
□Google Classroomの機能を使って課題を児童生徒に出すことができる。
□Google Classroomの機能を使って課題を回収したり、コメントを返すことができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示協働学習Ｃ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

発表や話合い

・自分なりの考えや答えを持ち、端末の画面を
電子黒板やプロジェクターを通して提示し、
指し示したりしながらクラスに発表します。
・個人の端末に自分の考えを書き込んだりして
表現し、それをクラスの友達と見せ合いなが
ら話し合います。そこで新しい気づきを得て、
自分の考えをさらにより良いものに書き換え
たりします。

◆ 電子黒板でプレ発表協議
　隣のグループと全体発表前にプレ発表を行
います。作り手は何度も見ているので理解が
進んでいますが、初めて見る側は分からない
こともあります。このプレ発表で伝わりにく
い部分をしっかりと洗い出し、修正すること
で発表の質を高めることができます。

◆ 思考ツールを使って議論をやりやすく
　課題に対してマッピングを行ないます。共
通の課題でも調べ方や捉え方によって個々の
マッピングは異なるので、違う視点で物事を
捉える機会になります。マッピングアプリは
つながりの線の変更なども容易にできるので
他者の発表を聞いた後で、新しい気づきにつ
いてつながりの線を変更したりできます。

□自分の考えを文字や図で表すように指導できる。
□プロジェクターにタブレット端末等を接続して発表させる場面を設定できる。
□グループ発表に対して、必ず改善点を伝えるように聞き手に指示できる。
□批判的な意見を出されても、冷静に改善点として捉えるように発表者に指導できる。
□議論したり、修正したりする時間的なゆとりを確保できる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示協働学習Ｃ２
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

協働での意見整理

・本時の課題に対してWebや教科書等から集め
た資料をもとに自分たちのグループの意見を
まとめます。1人1台の情報端末があることで、
自分でも調べ、あとで互いの画面を見比べて
比較したりします。
・意見の違いを恐れず、違うことの原因を調べ
たりしながら、最終的には合意できるように
根拠を持って話し合いを進めます。

◆ 互いの意見を持ち寄る
　水力発電に関するメリット・デメリットに
ついて意見を比較している場面です。個人が
考えたものを持ち寄り、比較・整理してグルー
プで合意形成できるように意見を出し合いま
す。並べてみることで、共通点や相違点もわ
かりやすく、議論が進みやすくなります。

◆ 反対意見を乗り越える
　疑問に思うことやよくわからない部分には
「意味あるツッコミ」を行います。反対意見に
対応する力や、伝える方も相手のことを考え
て言い方を工夫するなど、独りよがりの考え
で終わらないためにも、お互いに納得できる
ように根拠をもとに話し合いを進めます。

□普段からグループでの話し合いができるように指導している。
□意見を比較させて共通点や相違点を元に話し合いを行うように指導している。
□話し合いのルールを確認してからグループ協議をさせている。
□疑問に思うことは話し手に伝えて、それをもとに話し合いを進めさせている。
□児童生徒の対応を見ながら、のぞましい姿を褒めたり、クラスに紹介している。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示協働学習Ｃ３
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

協働制作

・グループで内容や役割を分担して活動します。
共同作業ができるアプリを使用し、互いの作
品を共有したりしながら作品を仕上げること
ができます。
・デジタルデータは複製ができるので、人に提
供した後でも自分の手元にもデータが残るの
で、いろんな人のデータと組み合わせて新し
いものができる可能性があります。

◆ 画面共有ツールでデータの共有
　イオンの移動の様子を図示するときに、画
面を共有してそれぞれが書き込みを行います。
この場合、誰かが書き込めば、自分の画面に
もそれが反映されるので、お互いが必要な内
容を書き込みながら議論し、１つのイメージ
図を完成させます。

◆ スライドの転送・共有
　分担して作ったスライドを無線通信を使っ
て共有します。デジタルデータなので、自分
の端末にもデータが残り、それぞれがスライ
ドを相互に送り合った後はさらにそれらを組
み合わせて自分なりの展開を考え、その後発
表し合ってグループの意見としてまとめます。

□分担して活動できる学習課題を準備することができる。
□分担して活動できる学習用アプリの機能を知っている。
□分担作業中の活動内容に差が開き過ぎないように個別支援できる。
□分担作業や共同作業で得られる学びの意義について児童生徒に説明できる。
□試行錯誤の時間を確保した単元設計ができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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一斉学習Ａ１
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けてのセルフチェック

教員による教材の提示協働学習Ｃ４
イラストに見るＩＣＴ活用のポイント

具体的な授業場面

活用に向けての教員のセルフチェック

学校の壁を越えた学習

・Web会議システム等を使って、オンライン授業、
分散教室・在宅学習を行います。臨時休校の
対応だけではなく、不登校支援、外部講師と
の連携など、教室の機能を拡張させることが
できます。
・遠隔地とWeb会議システムで結ぶことで、各
地の専門家からも助言をもらいながら学習を
進めることも可能になります。

◆ Web会議システムの活用
　家庭にいる児童生徒と教室の教師がWeb会
議システムを使ってオンラインで繋がります。
健康観察をはじめ、教師の板書をライブで映
像配信して、自宅でも学習することができま
す。話すタイミングのズレや反応の見取り方
など、新しい指導技術として経験しておく必
要があります。

◆ 国内外をつないだ遠隔授業
　例えば水族館のない鳥取県では、県外の水
族館の学芸員とオンラインで繋がったり、時
差の少ないオーストラリアの学校と交流し、
季節が反対の南半球とも距離を気にせず一緒
に学習できます。特に海外の人と交流するこ
とで、改めて日本の文化や伝統について考え
る貴重な機会にもなります。

□Web会議システム（Meetなど）を使った経験がある。
□Web会議システム（Meetなど）の会議を開始できる。
□Web会議システム（Meetなど）に児童生徒を招待できる。
□Web会議システム（Meetなど）上で資料の共有表示ができる。
□Web会議システム（Meetなど）のチャット機能を使うことができる。
※セルフチェックで□がつかない項目は、校内での教え合いや自主研修で活用できるようにしましょう。
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学校休校時等の遠隔教育の考え方

人々のつながりの実現 教科の学びの深まり 個々の状況への対応

◆小規模校と他校の交流によっ
て、多様な考えに触れる機会
をつくる

◆海外の学校と互いに共通の課
題について取り組み、その成
果を互いに報告し合う

◆複数地域の幅広い世代の人と
つながり、大人の考え方に触
れて考えを広げる

◆大学の先生にオンラインで授
業に参加してもらい、専門家
からの指導を受ける

◆水族館等のバックヤードとオ
ンラインでつないで、バーチャ
ル施設見学を行う

◆少ない学科同士がつながり、
遠隔で学習成果を交流したり
協議を行なったりする

◆不登校児童生徒もオンライン
で授業に参加できるなら、一
緒に学ぶ手段となる

◆日本語指導が必要な外国人児
童生徒のために遠隔で他地域
の日本語教室をつなぐ

◆病気療養児童生徒が病室等で
遠隔システムやロボットを介
して在籍校で一緒に学ぶ

　新型コロナウイルス感染症を含む様々な感染症や自然災害等により、臨時休校等
が行われるなど、児童生徒がやむを得ず登校できない場合があります。そのような
事態になったとしても、学校と児童生徒の関係を継続し、心のケアや個々の児童生
徒の状況を把握したり、児童生徒の学びを着実に保証したりするためにも、遠隔教
育は必要な取組となります。
　また、学校で学びたくても学べない児童生徒に対しての遠隔・オンライン教育を
活用した学習については、今後さらに検討していく必要があります。

【４】鳥取県の遠隔教育の取り組み

学校休業時の遠隔授業パターン①

岩美町立岩美中学校
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ハード面の環境整備と合わせて校内の推進体制の整備も重要です。環境が整ってい
ても、教員が活用に向けて積極的に ICT活用に取り組まない限り前に進みません。
活用に不安を覚える教員も、校内で研修を繰り返すことで具体的な活用のイメージ
を持つことができ、安心感も高まります。そのためにも校内体制の整備はとても重
要です。

１　管理職

２　情報化推進リーダー

３　校内研修

　学校の ICT化を進める、学校CIO
としての管理職に求められるものは、
①情報化の重要性・必要性への理解、
②全教職員が活用に向かう具体的な
運営方針と校内の雰囲気作りといっ
たマネジメント、③学校経営計画、学
校評価への位置付けです。学校の情
報化は児童生徒の ICT活用を通して
教科の学習を深めるとともに、情報
活用能力の育成を図る目的がありま
す。特にGIGAスクール構想の推進
により、小中学校は 1人１台環境になりますので、整備された端末を積極的に活
用するように校内体制を整え、学校現場を動かす強いリーダーシップが求められま
す。そして学校教育目標を実現するために、柔軟な発想と明確なゴールイメージを
もって情報化を推進することは、結果的に質の高い授業づくりにつながります。

　校務の ICT化推進の中心的な立場がこの情報化推進リーダーです。校内の情報
化推進委員会では自校の情報化について研修を企画したり、研究主任と連携して校
内研究に ICT活用を組み込むなどその役割は重要です。ただし、今後は校内に情
報機器が相当数整備されますし、そのトラブル対応等も情報化推進リーダーに求め
られることが考えられます。業務負担の一極集中を防ぐためにも、県では次期リー
ダー育成研修を準備し、複数名で校内の情報化を進められるように支援体制を整え
ています。こういう機会を利用して、リーダー的な教員を増やすことも大切です。

　ICT活用指導力は 1回の研修で身につくものではありません。例えば月 1回程
度放課後に 30分のミニ研修を行うなど、校内で教え合える関係を築いておくこと
が日常のトラブルを互いに支援し合うことにつながり、結果的に校内の ICT活用
レベルは向上します。具体的には「Classroomでの課題提出」、「Jamboard で意
見交流」といったようにテーマを絞り、研修をした後に授業で実践してみる。分か
らなければ同僚に聞いて分かるようにする。この地道な繰り返しが活用レベルを確
実に向上させます。

【５】教育の情報化にむけた校内の推進体制

学校CIO
校長
副校長
教頭

次期　
リーダー

情報化
担当
( 主任）

情報推進委員会

教務主任 研究主任

指示・委任

企画立案

校内推進チーム

研修
・支
援

活用
の相
談

活用
の相
談

ICT支援員

依頼・相談

活用支援

校長研修
教頭研修

情報化推進
リーダー研修

次期リーダー
育成研修

学校訪問型研修
（一人一台環境持ち込み）

校内の
教員

ICT活用研修
基礎編
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分
な
状
態

問題４：計算しましょう

６×３＝

10
21

36
18

ほとんどの教員
が、授業の準備
と評価のために
ICTを活用して
いる

ほとんどの教員
が、授業の準備
と評価のために
日常的にICTを
活用している

すべての教員が、
授業の準備と評
価のために効果
的にICTを活用
している

学校全体で、
さまざまな評価
結果をもとに、
ICTを活用した
授業改善に取り
組んでいる

一部の教員が、
教科等の指導に
ICTを活用して
いる

ほとんどの教員
が、教科等の指
導にICTを活用
している

ほとんどの教員
が、教科等の
指導に日常的に
ICTを活用して
いる

学校全体で、教
科等の指導に日
常的にICTを活
用し、より効果
的な活用方法に
ついて研究して
いる

学習内容を定着
させるための個
別学習、繰り返
し学習等におい
て、児童生徒の
ICT活用がみら
れる

学習内容を定着さ
せるための個別学
習、繰り返し学習
等における児童生
徒のICT活用が、
一部の学年や教科
で計画的に行われ
ている

学習内容を定着させ
るための個別学習、
繰り返し学習等にお
ける児童生徒のICT
活用が、学校全体の
指導計画に位置付け
られている

学習内容を定着させる
ための個別学習、繰り
返し学習等における児
童生徒の ICT 活用が、
学校全体の指導計画に
位置付けられていると
ともに、家庭学習での
ICT 活用と連携している

ICT活用が学力
向上に効果があ
ることを一部の
教員が実感して
いる

ICT活用が学力
向上に効果があ
ることをほとん
どの教員が実感
している

学校として、
ICT活用が学力
向上に効果があ
ることをデータ
によって把握し
ている

ICTを効果的に
活用することによ
って、主体的・対
話的で深い学びを
実現しているエビ
デンスを示すこと
ができる

一部の普通教室
に大型提示装置
が整備されてい
るか、または学
年等で共有して
いる

すべての普通教
室に大型提示装
置が常設されて
いる

すべての普通教室
に大型提示装置が
常設されており、
実物投影装置やデ
ジタル教科書等の
コンテンツが整備
されている

すべての普通教室・特別
教室に大型提示装置が常
設されており、実物投影
装置やデジタル教科書等
のコンテンツの整備に加
え、ICT活用が効率的に
行われるように機器の配
置等が工夫されている

学習の定着のための

普通教室における
指導用
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6回くりかえす

３歩前にすすむ

右にまがる
○○○……

△△△・・・・

■■■■・・・・

クリックされた時

基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導は
ほとんど行って
いない

一部の教員によ
り、基本的な操
作スキルを習得
させるための指
導が行われてい
る

学校全体の指導
計画に位置付け、
基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導が
行われている

学校全体の指導
計画に位置付け、
基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導の
効果について評
価している

情報活用能力の
育成を意図した
学習活動はあま
りみられない

情報活用能力を
育成する学習活
動はみられる
が、一部の教員
による取り組み
である

情報活用能力を
育成する学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられ、学校全
体として取り組
んでいる

情報活用能力を各
教科等の学習と効
果的に関連付けて
育成するためのカ
リキュラム・マネ
ジメントが有効に
働いている。

プログラミング
に関わる学習活
動はあまりみら
れない

プログラミング
に関わる学習活
動はみられる
が、一部の教員
による取り組み
である

プログラミング
に関わる学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられている

プログラミング
に関わる学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられ、計画的
に実施されてい
る

児童生徒の情報モ
ラルを指導・育成
するための授業が
実施されていない
か、指導する内容
や頻度が教員個々
に任されている

児童生徒の情報
モラルを指導・
育成するための
授業が計画的に
実施されている

児童生徒の情報モ
ラルを指導・育成
するための授業や
啓発が、家庭、地
域と連携しながら、
計画的に実施され
ている

情報モラルを育成
するためのカリキ
ュラムを作成し、
家庭、地域と連携
しながら、計画的
に実施し、評価や
検証を行っている

児童生徒が ICT
を活用する授業
を展開する環境
が、コンピュー
タ教室以外に整
備されていない

可動式コンピュー
タ等や無線LAN
の整備により、授
業展開に応じて児
童生徒が1グルー
プ 1 台で ICT を
活用する環境が整
備されている

可動式コンピュー
タ等や無線 LAN
の整備により、授
業展開に応じて児
童生徒が1人1 台
でIC Tを活用する
環境が整備されて
いる

3 クラスに 1 クラス
分程度の可動式コン
ピュータや無線LAN
の整備により、各ク
ラスで授業展開に応
じて児童生徒が 1
日 1 回程度活用す
る環境が整っている

■小学校
2019年度までの認定審査（再
認定を含む）に限り、レベ
ル0も許容するものとします。
ただし、web入力いただく
”学校全体の情報化の状況 ”の
”レベル１の項目への今後の
対応 ” の中に、レベル 0 への
対応策を必ず記入ください。

■中学校・高等学校
中学校では「技術・家庭科
（技術分野）」、高等学校で
は「情報科」の 指導計画
に位置づけられ、実施され
ていれば可とします。 

【プログラミング教育】について

情報活用能力の
育成・評価

プログラミング教育

児童生徒の
　　活用環境の整備
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教員 1人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
トが整備され、
運用されている

教員 1人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
ト、校務支援シ
ステム等が整備
され、運用され
ている

教員 1 人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
ト、校務用ネッ
トワーク、統合
型校務支援シス
テムが整備され、
運用されている

教員1人 1台の校務用
ＰＣ、セキュリティソ
フト、校務用ネットワ
ーク、安全性が確保さ
れたクラウド型の統合
型校務支援システムが
整備され、効果的に運
用されている

校務の情報化に
よって、校務が
効率化された
が、負担軽減に
はつながってい
ない

校務の情報化に
よって、校務が
効率化され、負
担軽減につなが
っている

校務の情報化に
よって、校務全
般が効率化さ
れ、負担軽減が
なされている

校務の情報化によっ
て、校務全般が効率
化され、負担軽減が
なされている。さら
に、評価情報の共有・
活用により、授業改
善、業務改善につな
がっている

学校ウェブサイ
トを開設してい
るが、更新の頻
度は少ない

学校ウェブサイ
トを開設してお
り、定期的に更
新している

学校ウェブサイ
トを開設してお
り、行事や学習
活動の様子等を
保護者や地域に
対して、日常的
に公開している

学校ウェブサイ
トで学校評価等
を保護者や地域
へ情報公開し、
説明責任を果た
している

保健・図書・一
般事務等で扱う
データや文書等
のデジタル化は
ほとんどなされ
ていない

保健・図書・一
般事務等で扱う
データや文書等
の多くをデジタ
ル化している

保健・図書・一般事
務等で扱うデータや
文書等のほとんどは
デジタル化され共有
されており、一部は
データベース化され
ている

保健・図書・一般
事務等で扱うデー
タや文書等がデー
タベース化され
て、担当者間の効
率的な連携やペー
パーレス化などが
進められている

校務の情報化に
関わる情報セキ
ュリティや個人
情報、著作権等
の取り扱いなど
の指針を定めて
いる

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針の周
知徹底が進められ
ている

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針に従
って、適切に運用・
推進されている

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針が徹
底され、遵守され
ているか点検して
いる

保健・図書・一般事務
等の情報化

校務用ＰＣと校務支援
システムの整備・運用
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学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職の役割が
明確になってい
る

学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職のリーダ
ーシップが発揮
されている

学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職を含むリ
ーダーシップチ
ームにより推進
されている

学校の全体計画に
情報化が位置付け
られており、管理
職を含むリーダー
シップチームによ
り、持続的・計画
的な教育の情報化
が推進されている

情報化担当教員
（情報主任等）
が学校の情報化
の普及に努めて
いる

情報化担当教員
（情報主任等）
が管理職と連携
して、学校の情
報化の普及に寄
与している

情報化担当教員
（情報主任等）
が管理職と連携
して、学校全体
の情報化の普
及・定着のため
に貢献している

情報化担当教員（情
報主任等）が中心と
なって、教科横断的
なカリキュラム・マ
ネジメントを行い、
学校全体の情報化を
持続的・計画的に推
進している

情報化を推進す
る組織が校務分
掌に位置付けら
れている

情報化を推進す
る組織が校務分
掌に位置付けら
れ、学校全体の
普及・定着に寄
与している

管理職、情報化担
当教員（情報主任
等）、情報化を推
進する組織が一体
となって、学校全
体の情報化の普
及・定着のために
貢献している

情報化を推進す
る組織が機能し、
学校全体の情報
化による教育改
善が実現してい
る

校内研修は行わ
れているが、教
員の IC T 活用
指導力の向上は
限定的である

日常的な情報交
換に加え、I C T
活用指導力向上
のための校内研
修が計画的に行
われている

校内研修が計画
的に行われてお
り、ほとんどす
べての教員が
IC T 活用指導力
を身に付けてい
る

より高い IC T 活
用指導力を身に付
けるために、校内
研修が工夫され、
I C T を活用した
授業研究が計画的
に実施されている

情報化の推進の
ために教育委員
会を含む外部か
ら何らかの支援
を受けている

情報化の推進の
ために教育委員
会を含む外部か
らの支援を受け
たり、外部人材
の活用を行った
りしている

情報化の推進のた
めに大学や企業等
外部からの支援を
受けたり、IC T 支
援員の配置や外部
人材の活用を行っ
たりしている

研究指定・助成や大
学・企業等との連携
等、情報化の推進の
ための外部支援を受
けたり、IC T 支援員
の配置や外部人材の
活用に継続的に取り
組んでいる

情報化担当教員

外部との連携、
外部人材の活用

情報化推進組織・
校務分掌

JAET学校情報化診断システムリーフレットより37



　児童生徒1人１台の端末環境ができた時、教員は何をすればよいでしょ
うか。GIGAスクール構想で付与される端末は学習に必要なマストアイ
テムです。そうなると、児童生徒が学習のアイテムとして鉛筆やノート
と同じように使えるようにするために、彼らが端末を何度も使う場面を
いろいろな学習時間に仕掛けることが、今後教員に求められます。
　導入初年度の令和２～３年度にかけては、次の３つのスキルについて
授業での活用場面において指導ができるようになることが目標です。
　活用の指導はできるという方は、同僚のフォローをしつつ、質的に高
い活用につながるように課題意識をもって取り組んでください。
　まだまだ苦手だという方は、とにかく活用する場面を授業で仕掛けて
ください。こればかりは児童生徒と同じで、場数を踏むしかありません。
先生方の努力する姿は、大人も同じように学んでいるんだという子ども
へのメッセージになります。

スキル１：カメラ機能を使う授業場面をつくる

スキル２：ファイル共有機能を使う授業場面をつくる

スキル３：Google フォームの機能を使う授業場面をつくる

Ｔ：どんな目的で、何を撮影するのか、それをどう活用するのかという活
用の一連のイメージをもって授業を組み立てます。

Ｓ：観察記録、ノートの撮影、スピーチ練習の動画など静止画・動画を撮っ
ておけば、まとめの時の資料になります。

Ｔ：グループで一緒に資料を作ることで、協働的に学習する価値を学ばせ
る大切な学習の機会を 1コマの授業の中に組み込みます。

Ｓ：ドキュメントやスライドでは共有することで、同時に複数の児童生徒
でファイルの編集ができ、効率的かつ多様な視点での学びになります。

Ｔ：教師は何を知り、児童生徒には何に気づかせたいのか、授業の到達点
を具体的に考えながらフォームを設定します。

Ｓ：フォームはアンケート、振り返りの記述、小テストなどの機能があり、
それに答えることを通して、児童生徒は自分の学習を振り返ります。

Ｔ：教員　Ｓ：児童生徒　

注）上記の３つのスキルに基づく学習活動は、学齢によっては難しかったり、逆に簡単な場合があり
ます。授業担当者それぞれがこのスキルの活用難易度を検討して、少なくとも小学校高学年以上
では３つとも活用できるようにして、その先の中学校・高等学校の学習場面への接続を意識しま
しょう。先生方自身もこの３つのスキルについての操作ができるように日々慣れておきましょう。

【６】活用に向けての教員の行動目標 (R2～R3)
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授業の各場面での具体的なＩＣＴ活用（一人一台端末を含めて）

試行錯誤する 写真撮影する 念入りに見る

録音録画・再
視聴

調べる 分析する

考える 見せる 共有・協働す
る

!

　プログラミング
学習の場面で、少
ない手順でゴール
にたどり着かせる
ために命令を何度
も書き換えて、最
善の方法を繰り返
し試している。

　生活科の学習場
面で、学校の周り
で自分なりの秋を
見つけるために自
分のタブレット端
末を使い、イメー
ジに近い場所の写
真をいくつも撮影
している。

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　　授業でどう活用
　　 しますか？

　社会科で調べた
内容をプレゼンに
まとめる場面で、
写真に合う言葉を
短く分かりやすい
表現になるように
工夫して入力して
いる。

　音楽の創作の場
面で、曲のイメー
ジをイラストと文
字を組み合わせて
ワークシートに描
き、端末で撮影し
てClassroomに
提出している。

　理科の観察の場
面で、様々な方向
から撮影した写真
を見比べながら、
葉の茎への付き方
について規則性が
ないか、複数の写
真から判断してい
る。

　英語のスピーチ
の練習場面で、話
すスピードや表情
などを録画しても
らい、それを後で
見ることで自分の
改善点を見つけて
いる。

　国語の徒然草の
学習場面で、作品
を読んだ後、自分
の世界観に近い画
像を検索し、その
画像と自分なりの
訳を組み合わせて
自分流の徒然草を
作っている。

　総合的な学習の
時間の場面で、地
域調査のアンケー
トを集計してグラ
フにし、回答の年
齢層と関連のある
要素を見つけ出そ
うとしている。

　体育のマット運
動の振り返り場面
で、前時と本時の
動きの映像を比較
し、どこが違って
いて、その結果ど
うなったのかを考
える手掛かりにし
ている。

　家庭科の調理実
習の準備場面で、
作ろうとしている
料理の栄養価につ
いていくつかの
Webで調べて、
間違いないか確認
している。

　理科の実験場面
で、共有しておい
た表計算シートに
それぞれがデータ
を入力し、多くの
実験データを使っ
て精度を上げなが
らまとめを行って
いる。

　算数の図形の面
積を求める場面
で、以前解いた問
題のときに使った
資料を呼び出し、
今取り組んでいる
問題に応用しよう
としている。

　理科のまとめの
発表場面で、あら
かじめ実験の時に
撮影しておいたリ
トマス試験紙の色
の変化の動画を根
拠として示しなが
ら説明している。

　社会科の学習場
面で、共有したプ
レゼンシートにそ
れぞれの役割に分
かれてまとめを書
き込み、１つのプ
レゼン資料を作っ
ている。

　国語科の説明文
の学習場面で、付
箋紙アプリを使っ
て、キーワードを
抽出し、グループ
化して説明文の構
造を理解しようと
している。

　総合的な学習の
プレゼン場面で、
海岸で散乱したゴ
ミの映像や清掃後
の綺麗な海岸の映
像を示しながらご
み問題について改
善提案している。

　道徳の学習場面
で、付箋紙アプリ
を使ってその場面
の気持ちを一斉に
書き込み、クラス
全体の考えを短時
間で把握し、自分
の最終的な考えを
決めている。

　美術の鑑賞の場
面で、高解像度の
絵画データをタブ
レット端末で拡大
表示したりして、
色の重なりや筆遣
いなども丁寧に見
ている。

児童生徒 1人１台端末となった時、授業中に端末を活用するのは教師ではなく学習者である児童生徒です。
学習用端末を活用する９つの場面において、児童生徒が ICTを活用した具体的な学習の姿を考えてみましょう。鳥取県では共通して導入される
G suite の機能を使って授業を考えた場合、次のような活用が例として挙げられます。では、先生それぞれはどう仕掛けていきますか？
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 Google  for Education とは？
G Suite for Education Google Classroom

協働学習の促進 学習管理の効率化

Classroom（例：６年 1組）

1組児童学年主任 1組担任

教　　師 児童生徒

授　業

トピック１

・課題
・採点
・質問
・コメント

トピック２

・課題
・採点
・質問
・コメント

トピック３

・課題
・採点
・質問
・コメント

ドキュメント
（文書作成）

スプレッドシート
（表・グラフ作成）

スライド
（プレゼン資料作成）

ドライブ
（資料データ保管）

Meet
（ビデオ通話）

フォーム
（アンケート作成・集計）

Gmail
（メール）

カレンダー
（スケジュール管理）

Jamboard
（デジタル付箋紙）

連携

教師、児童生徒共にログインすれば授業が始められます。データはクラウドに自動保存
され、教師が設定したClassroomには招待された児童生徒だけが参加できます。課題
の配布や児童生徒からの提出物の管理、学習評価なども効率かつ容易にできます。

導　入 展　開 まとめ

課題把握 個人思考 集団協議 理解定着

Classroomに入る
↓
（T）ストリームにフォー
ムのリンクを投稿
↓
（Ｓ）トピック１の本時
課題に関わる質問につい
て回答
↓
（Ｔ）フォームの結果を
全体表示

フォーム ドキュメント

スライド

Jamboard

フォーム

スライド

トピック１の本時課題に
ついて、自分の考えをド
キュメントにまとめる

必要なら、Webの資料
や教科書の挿絵なども取
り込んで、考えの根拠と
なるものを集める

自分の考えを付箋に書き
共有スペースに投稿し、
他者の意見と比較する

他者の意見と比較しなが
ら、自分の考えを再考し、
スライドにまとめる

スライドを提示しながら
発表し、クラス全体で内
容の確認を行う

本時の振り返りを行い、
自己評価のチェックと学
びの一文を記述・回答

ある 1時間の学習過程（Google for Education を使って）

資料１

第１時 第２時 第３時
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進 学 先 ・ そ の 後 の 社 会 で 生 き て い く た め に

身 に 付 け た 能 力 を 使 っ て 人 生 を 創 る

小
・
中
・
高
を
見
据
え
た
情
報
活
用
能
力
の
接
続
イ
メ
ー
ジ

７
歳

８
歳

９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳

17
歳

18
歳

19
歳

社 会 と の

つ な が り

下 支 え す る

ス キ ル情 報 活 用 能 力 例

知 識 ・ 技 能 思 考 力 ・ 判 断 力

表 現 力 等

学 び に 向 か う 力

人 間 性 等

小
学
生

中
学
生

高
校
生

進
学

就
職

図
書
か
ら
集
め
る

絵
や
写
真
を
並
べ
て

整
理
す
る

情
報
が
あ
る
こ
と
を
知
り

適
切
に
扱
お
う
と
す
る
態
度

個
人
情
報
や
著
作
権
な
ど
の
配
慮
が

必
要
な
こ
と
を
理
解
す
る

書
籍
を
使
っ
て
集
め
る

絵
や
写
真
を
並
べ
て

整
理
す
る

様
々
な
方
法
で
情
報
を
集
め
る

見
つ
け
た
も
の
や
整
理

し
た
も
の
を
比
較
・
分
類

目
的
に
応
じ
て
特
定
の
情
報
を

見
つ
け
出
し
関
連
付
け
る

複
数
の
資
料
か
ら
取
り
出
す

電
子
メ
ー
ル
や
SN
S
等
の
特
色
を
理
解

し
、
適
切
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

誤
認
性
や
危
険
性
を
理
解
し
た
上
で

適
切
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

情
報
技
術
の
特
性
を
理
解
す
る

問
題
解
決
・
探
究
に
お
け
る

情
報
を
活
用

多
角
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
態
度

発
達
に
応
じ
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
学
習
ス
キ
ル
（
創
造
性
、
批
判
的
思
考
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
）

キ
ャ
リ
ア
の
ス
キ
ル
（
順
応
性
、
自
発
性
、
異
文
化
理
解
、
勤
労
観
等
）

情
報
、
メ
デ
ィ
ア
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ス
キ
ル
（
情
報
活
用
リ
テ
ラ
シ
ー
、
IC
T
リ
テ
ラ
シ
ー
等
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間

総
合
的
な
探
究
の
時
間

映
像
撮
影
、
タ
イ
ピ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
検
索
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
IC
T
機
器
の
操
作
ス
キ
ル

共
通
の
学
習
用
ツ
ー
ル
（
G
oo
gl
e 
G
su
ite
 fo
r E
du
ca
tio
n）
の
活
用
に
よ
る
一
貫
し
た
取
組

※
共
通
ア
カ
ウ
ン
ト
発
行
（
児
童
生
徒
及
び
教
員
　
〇
〇
〇
@
g.
to
rik
yo
.e
d.
jp
）

授
業
デ
ザ
イ
ン
力
・
活
用
能
力
な
ど
、
教
職
員
の
活
用
指
導
力
養
成
が
急
務

（
核
と
な
る
人
材
の
育
成
、
管
理
職
の
意
識
向
上
、
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
の
指
導
力
向
上
）

＋

W
eb
を
使
っ
て
集
め
る

資料２
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資料３

 学校教育の情報化の推進に関する法律
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①
魅
力
的
な
課
題
・
教
材
の
提
示

・
自
ら
問
い
を
見
出
し
、
調
べ
て
み
た
い
、
み

ん
な
で
考
え
て
み
た
い
課
題
や
教
材
を
提
示

す
る

・
学
習
へ
の
見
通
し
を
持
た
せ
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
教
材
を
電
子
黒
板
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
大

き
く
映
し
、
学
級
全
員
で
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
す
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
端
末
に
画
像
や
資
料
の
一
部
を
一
斉
配
布
し

て
個
々
に
気
づ
い
た
こ
と
に
マ
ー
キ
ン
グ
さ

せ
た
り
し
て
、
自
分
の
課
題
と
な
る
よ
う
に

す
る知
的
好
奇
心
の
喚
起

活
用
す
る
力
を
育
て
る
言
語
活
動
と
学
習
評
価

次
に
つ
な
が
る
振
り
返
り

②
体
験
的
な
学
習
の
充
実

・
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
の
つ
な
が
り
を
意
識

さ
せ
る

・
地
域
の
人
・
も
の
・
こ
と
な
ど
日
常
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
さ
せ
る

・
具
体
物
や
視
聴
覚
教
材
を
使
用
す
る

・
実
験
や
作
業
を
取
り
入
れ
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
前
時
の
板
書
や
体
験
活
動
の
様
子
を
撮
影
し

て
お
き
、
そ
れ
ら
を
映
し
て
学
習
の
つ
な
が

り
を
振
り
返
ら
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
体
験
的
な
学
習
（
実
験
や
作
業
）
時
に
個
々

に
撮
影
さ
せ
、
そ
の
記
録
を
使
い
な
が
ら
、

根
拠
を
も
と
に
次
の
課
題
を
見
出
さ
せ
た
り

す
る

③
資
料
の
活
用

・
問
題
解
決
に
必
要
な
資
料
を
使
っ
て

調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
学
習
を

設
定
す
る

・
考
え
の
形
成
の
た
め
に
情
報
を
精
査

さ
せ
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
-

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
２
つ
の
ノ
ー
ト
を
撮
影
し
、
並
べ
て

大
き
く
表
示
し
て
、
そ
の
差
か
ら
考

え
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
さ
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
端
末
の
画
像
を
拡
大
し
て
詳
し
く
見

さ
せ
た
り
、
実
験
結
果
の
数
値
か
ら

規
則
性
を
見
つ
け
る
た
め
に
書
き
込

み
を
さ
せ
た
り
す
る

⑤
説
明
・
発
表
の
機
会
の
充
実

・
考
え
方
や
理
由
を
筋
道
立
て
て
説
明

す
る
学
習
活
動
を
設
定
す
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 -

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
考
え
の
根
拠
と
な
る
映
像
を
提
示
し

な
が
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
を

文
章
と
し
て
表
現
さ
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
映
像
と
短
い
説
明
の
文
字
で
数
枚
の

ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
さ
せ
、
そ
れ
を

も
と
に
自
分
の
考
え
を
発
表
さ
せ
る

④
思
考
の
整
理

・
調
べ
た
こ
と
や
わ
か
っ
た
こ
と
を

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る

・
問
題
の
解
き
方
や
考
え
方
を
ノ
ー
ト

に
書
か
せ
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
子
ど
も
の
ま
と
め
た
も
の
を
複
数
撮

影
→
提
示
し
て
、
多
様
な
表
現
の
工

夫
な
ど
を
共
有
す
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
考
え
の
元
に
な
っ
た
画
像
や
W
eb

の
資
料
な
ど
を
貼
り
付
け
、
自
分
な

り
の
ま
と
め
を
さ
せ
る

⑥
学
び
合
う
活
動
の
充
実

・
ね
ら
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
新
し
い

考
え
を
み
ん
な
で
生
み
出
す
活
動
を

設
定
す
る

・
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
活

動
を
設
定
す
る

・
意
見
交
換
や
議
論
の
場
を
設
定
す
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 -

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
映
像
を
映
し
出

し
、
そ
こ
に
直
接
考
え
を
書
き
込
み

し
て
、
ク
ラ
ス
全
体
で
議
論
さ
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
付
箋
ア
プ
リ
を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
転

送
し
て
、
自
他
の
考
え
を
含
め
て
自

分
の
考
え
を
再
構
築
さ
せ
る

⑦
学
習
評
価
の
推
進

・
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
や
実
現
状

況
を
把
握
す
る

・
個
に
応
じ
た
手
立
て
や
支
援
を
行
う

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
-

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
補
足
の
説
明
が
必
要
な
児
童
生
徒
だ

け
を
電
子
黒
板
の
前
に
集
め
て
、
理

解
の
度
合
い
を
確
認
し
な
が
ら
再
度

説
明
を
聞
か
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
全
体
の
学
習
の
後
半
に
、
学
習
ア
プ

リ
を
使
い
、
個
々
の
ペ
ー
ス
で
理
解

を
深
め
る
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る

（
教
師
は
ク
ラ
ウ
ド
に
提
出
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
、
授
業
後
に
個
別
に
コ

メ
ン
ト
を
加
え
た
り
、
評
価
す
る
）

⑧
学
習
を
振
り
返
る
活
動
の
設
定

・「
振
り
返
り
」
の
時
間
を
設
定
し
、
達
成
感
・

成
就
感
を
味
わ
せ
る

・
次
の
学
習
の
課
題
や
ポ
イ
ン
ト
が
つ
ま
め
る

よ
う
工
夫
す
る

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
-

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
提
示
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
も
と
に
振
り
返
ら
せ

た
り
、
次
時
に
関
す
る
資
料
を
見
せ
て
、
次

の
時
間
へ
の
見
通
し
を
持
た
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
元
に
自
己
評
価
を
さ
せ
る

こ
と
に
合
わ
せ
て
本
時
の
学
び
を
文
章
で
記

述
さ
せ
、
ク
ラ
ウ
ド
に
提
出
さ
せ
る
（
蓄
積

し
た
評
価
を
も
と
に
単
元
全
体
の
振
り
返
り

と
か
に
活
用
さ
せ
る
）

と
っ
と
り
の
授
業
改
革
【
 1
0
の
視
点
 】
＋ 【
 1
0
の
IC
T
活
用
 】

指 導 と 評 価 の 一 体 化

R２
年
度

⑨
家
庭
学
習
と
連
動
し
た
学
び
の
定
着

・
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
家
庭
で
の
復
習
や
予

習
お
よ
び
自
主
的
な
学
習
に
つ
な
が
る
よ
う

な
支
援
に
努
め
る
。

- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
- -
 - 
-

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
次
時
の
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
た
も
の
と
同

じ
画
面
を
印
刷
し
、
家
庭
学
習
で
は
そ
れ
に

手
書
き
で
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
本
時
に
関
す
る
課
題
や
、
次
時
に
つ
な
が
る

課
題
を
端
末
に
配
布
し
、
家
庭
で
そ
れ
に
つ

い
て
考
え
を
書
い
て
提
出
さ
せ
る
（
そ
の
記

述
を
元
に
次
時
は
学
習
を
展
開
す
る
）

⑩
落
ち
着
い
て
の
び
の
び
と
学
べ
る
環
境
づ
く
り
（
学
び
の
集
団
・
人
間
関
係
づ
く
り
）

◎
IC
T
活
用

＜
教
員
＞

　
電
子
黒
板
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
た
画
像
に
書
き
込
み
を
さ
せ
た
り
す
る
と
き
に
、
誰
で
も
出
て
発
言
で
き
る
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
は
必
要
で
、
さ
ら
に
正
誤
に
と
ら
わ
れ
ず
教
師
が
個
々
の
発
言
を
価
値
づ
け
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
学
級
の
素
地
を
つ
く
る

＜
児
童
生
徒
＞

　
個
々
の
画
面
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
だ
が
、
一
方
で
学
習
で
の
記
述
は
半
パ
プ
リ
ッ
ク
的
な
要
素
も
あ
る
。
画
面
転
送
で

教
師
端
末
か
ら
特
定
の
児
童
生
徒
の
画
面
を
全
体
表
示
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
と
、
そ
れ
ら
は
多

様
な
考
え
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
と
い
っ

た
授
業
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
理
解
す
る

鳥
取
県
教
育
委
員
会

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
て

A1 C4
A1

C2
B2

C2
B2
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	23_B2ページ
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